
新
潟
県
の
地
域
別
最
低
賃

金
は
10
月
2
日
か
ら
65
円
引

き
上
げ
ら
れ
１
，
０
５
０
円

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
新
潟
で
は
、
９
月
18

日
か
ら
10
月
19
日
に
か
け
て
、

県
内
全
地
域
協
議
会
が
街
宣

車
を
リ
レ
ー
し
て
、
最
低
賃

金
改
定
の
周
知
街
宣
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
中
越
地
域

協
議
会
で
は
、
９
月
27
日
～

30
日
に
周
知
街
宣
を
行
い
ま

し
た
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
９
月

30
日
（
火
）
正
午
か
ら
ア
オ
ー

レ
長
岡
前
で
街
頭
宣
伝
行
動

を
行
い
ま
し
た
。
行
動
に
は

中
越
地
協
幹
事
会
役
員
の
他
、

五
十
嵐
良
一
長
岡
市
議
会
議

員
、
松
野
憲
一
郎
長
岡
市
議

会
議
員
か
ら
も
参
加
い
た
だ

き
、
街
頭
か
ら
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
改
定
と
と
も
に
、

最
低
賃
金
制
度
の
重
要
性
な

ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

街
頭
で
ア
ピ
ー
ル
し
た
ポ

イ
ン
ト
は
、

①
新
潟
県
の
最
低
賃
金
は
、

10
月
２
日
か
ら
、
65
円
引
き

上
げ
ら
れ
、
時
給
１
，
０
５

０
円
と
な
り
ま
す
。

②
深
夜
の
時
間
帯
、
夜
10
時

か
ら
朝
５
時
ま
で
に
働
い
た

分
は
、
賃
金
が
割
り
増
し
に

な
り
時
給
１
，
３
１
３
円
以

上
じ
ゃ
な
い
と
法
律
違
反
で

す
。

③
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
、
ア

ル
バ
イ
ト
も
、
国
籍
や
年
齢

も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
新
潟

県
で
働
く
人
、
す
べ
て
が
対

象
で
す
。

④
新
潟
県
の
最
低
賃
金
は
全

国
平
均
よ
り
71
円
も
低
く
、

東
京
と
新
潟
の
差
は
１
７
６

円
も
あ
り
ま
す
。
「
同
じ
仕

事
を
す
る
な
ら
、
高
い
給
料

の
と
こ
ろ
で
働
き
た
い
」
、

そ
う
思
う
こ
と
は
当
た
り
前

で
す
。
人
口
減
少
と
労
働
力

不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
新
潟
県
に
と
っ
て
、

最
低
賃
金
が
低
い
こ
と
は
大

き
な
問
題
で
す
。

⑤
計
算
方
法
が
わ
か
ら
な
い

方
、
最
低
賃
金
に
届
い
て
い

な
い
と
い
う
方
、
そ
の
他
、

職
場
で
何
か
困
っ
て
い
る
こ

と
の
あ
る
方
は
、
連
合
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
五
十
嵐
市
議
と
松

野
市
議
か
ら
は
、
賃
金
の
地

域
間
格
差
に
よ
る
労
働
人
口

流
出
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
地
域
社
会
衰
退
へ

の
危
険
性
、
格
差
社
会
の
現

状
と
地
域
で
の
取
り
組
み
等

が
訴
え
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
賃
金
引
き
上

げ
分
を
価
格
に
転
嫁
で
き
な

い
で
い
る
中
小
企
業
等
へ
の

支
援
策
な
ど
も
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
チ
ラ
シ
も
配
布
し

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
改
定

と
、
働
く
上
で
の
悩
み
が
あ

る
場
合
は
、
連
合
の
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
「
０
１
２
０
ー
１
５

４
ー
０
５
２
」
（
い
こ
う
よ
、

れ
ん
ご
う
に
）
に
相
談
す
る

よ
う
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た

最
低
賃
金
改
定
周
知
街

宣
は
連
合
中
越
地
協
内
の
各

支
部
で
も
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
９
月
27
日
午
前
、
十
日

町
支
部
、
午
後
、
南
魚
沼
支

部
。
28
日
午
前
、
北
魚
沼
支

部
、
午
後
、
小
千
谷
支
部
で

街
宣
車
の
運
行
を
行
い
ま
し

た
。各

支
部
で
は
、
流
し
街
宣

の
他
、
工
夫
し
て
チ
ラ
シ
配

布
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
北
魚
沼
支
部

で
は
、
小
出
駅
前
で
、
小
千

谷
支
部
は
道
の
駅
な
ど
で
チ

ラ
シ
を
配
布
し
、
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

連
合
中
越
第
12
回
幹
事
会

を
９
月
24
日
（
水
）
午
後
６

時
30
分
か
ら
地
協
事
務
所
で

開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
矢
島
議
長
か
ら

「
自
民
党
総
裁
選
が
行
わ
れ

て
い
る
が
政
治
の
空
白
が
続

い
て
い
る
。
労
働
組
合
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
果

た
し
て
来
て
い
る
が
、
な
か

な
か
政
治
が
前
に
進
ま
な
い
。

政
治
の
状
況
を
憂
い
つ
つ
も
、

私
た
ち
の
運
動
は
し
っ
か
り

前
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
地
協
の
運
営
で

は
地
協
総
会
に
向
け
た
議
案

審
議
も
予
定
し
て
い
る
。
総

会
準
備
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
報
告
事
項
、
審

議
予
定
事
項
に
つ
い
て
論
議

を
行
い
ま
し
た
。
報
告
事
項

で
は
会
計
決
算
の
報
告
、
各

専
門
部
の
取
り
組
み
、
支
部

活
動
の
報
告
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

審
議
予
定
事
項
で
は
、
地

協
総
会
に
向
け
た
議
案
書
等

作
成
日
程
、
役
員
推
薦
委
員

会
等
の
役
員
選
出
関
係
、
長

岡
市
へ
の
自
治
体
要
望
に
つ

い
て
、
最
低
賃
金
周
知
街
宣
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
、
支
部

活
動
予
定
な
ど
に
つ
い
て
論

議
し
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
政
治
関
係
で
は
見

附
市
長
選
稲
田
亮
氏
、
南
魚

沼
市
議
選
梅
沢
道
男
氏
の
推

薦
に
つ
い
て
審
議
し
、
連
合

新
潟
に
推
薦
申
請
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。
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今
年
の
夏
は
、
例
年
以
上
に
厳
し
い

暑
さ
が
続
き
ま
し
た
。
台
風
や
局
地
的

な
豪
雨
な
ど
、
気
象
の
不
安
定
さ
も
加

わ
り
、
体
調
管
理
や
生
活
リ
ズ
ム
に
大

き
な
影
響
を
受
け
た
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
折
に
思
い

出
す
の
が
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」

と
い
う
言
葉
で
す
。
先
人
た
ち
は
季
節

の
移
り
変
わ
り
を
肌
で
感
じ
、
生
活
の

知
恵
と
し
て
言
い
伝
え
て
き
ま
し
た
。

▽
確
か
に
秋
分
や
春
分
を
境
に
気
温
は

落
ち
着
い
て
き
ま
す
が
、
近
年
は
気
候

変
動
の
影
響
で
残
暑
や
暖
冬
な
ど
、
従

来
の
感
覚
で
は
測
り
き
れ
な
い
変
化
が

増
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
お
彼
岸
ま

で
我
慢
す
れ
ば
大
丈
夫
」
と
言
い
切
れ

な
い
時
代
に
入
っ
て
い
る
の
で
す
。
で

は
、
私
た
ち
は
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
▽
大
切
な
の
は
「
環

境
の
変
化
に
柔
軟
に
備
え
る
姿
勢
」
で

す
。
職
場
で
は
冷
暖
房
の
使
い
方
、
服

装
や
休
憩
の
取
り
方
な
ど
を
一
律
で
は

な
く
状
況
に
応
じ
て
調
整
で
き
る
仕
組

み
を
整
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
「
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
」

を
参
考
に
し
た
休
憩
ル
ー
ル
や
、
季
節

に
応
じ
た
働
き
方
の
工
夫
を
現
場
か
ら

提
案
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
▽

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
は
自
然
を

見
極
め
る
知
恵
で
し
た
。
現
代
で
は
そ

の
知
恵
を
踏
ま
え
つ
つ
、
「
科
学
的
デ
ー

タ
を
も
と
に
し
た
柔
軟
な
対
応
」
こ
そ

が
、
新
し
い
時
代
の
生
活
の
知
恵
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あたご3
≪No111≫

副議長

五十嵐 聡

最低賃金改定周知キャンペーンの取り組みとして、連合中
越地協では、FMながおかでCMも流しています。

連合中越地協は、FMながおかの「友の会」会員となってい
るため、１回40秒のCMを9月25日から10月21日の間、1日約４
本、延べ104本流しています。FMながおか、76．4MHZです。

連合中越の活動報告・活動予定・労働相談の連絡先は連合中越のホームページから https://tyuuetu.net/

日時 11月21日(金)15:00～

会場 長岡グランドホテル

議題 2025年度活動報告

2025年度会計報告・監査報告

2026年度重点課題(案)

2026･27年度役員体制(案) 他

日時 11月21日(金)18:00～

会場 長岡グランドホテル

五
十
嵐
良
一
長
岡
市
議

⇓

松
野
憲
一
郎
長
岡
市
議



Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
が
主

催
す
る
「
勤
労
者
ス
ポ
ー
ツ

交
流
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

が
9
月
5
日
（
金
）
に
長
岡

市
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｂ
Ｏ
Ｗ
Ｌ
長

岡
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

普
段
は
異
な
る
企
業
、
職

場
に
勤
務
す
る
組
合
員
の
交

流
を
目
的
と
し
た
大
会
で
、

各
単
組
か
ら
総
勢
34
名
が
参

加
し
熱
い
闘
い
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

前
川
委
員
（
大
原
鉄
工
所

労
組
）
の
司
会
進
行
の
も
と
、

長
谷
川
副
委
員
長
（
東
北
電

力
労
組
）
に
よ
る
大
歓
声
の

始
球
式
で
幕
を
開
け
た
本
大

会
。
横
の
繋
が
り
を
広
げ
る

と
い
う
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会

の
今
年
度
活
動
目
標
の
も
と
、

普
段
は
職
場
の
異
な
る
単
組

の
組
合
員
と
チ
ー
ム
を
組
ん

で
競
い
合
い
ま
し
た
。
ボ
ウ

リ
ン
グ
を
通
じ
て
の
交
流
と

い
う
こ
と
で
自
然
と
会
話
も

弾
み
、
ス
ト
ラ
イ
ク
が
で
た

と
き
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
や
惜
し

く
も
ガ
タ
ー
と
な
っ
た
と
き

の
笑
い
声
な
ど
、
成
績
以
上

に
皆
さ
ん
で
一
緒
に
な
っ
て

楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
大
会

と
な
り
ま
し
た
。
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
参
加

者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

（
写
真
は
大
会
後
の
集
合
写

真
。
豪
華
景
品
を
持
っ
て
み

ん
な
で
ハ
イ
チ
ー
ズ
！
）

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
で
は

次
回
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
11

月
1
日
（
土
）
に
「
秋
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
（
詳

細
は
後
日
構
成
組
織
を
通
し

て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
）

昨
年
も
多
く
の
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
い
た
企
画
で
す
の

で
、
今
年
も
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

連
合
中
越
地
協
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ

ト
委
員
会
の
第
10
回
委
員
会

が
９
月
17
日
（
水
）
午
後
６

時
30
分
か
ら
地
協
事
務
所
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

交
流
会
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
）

の
総
括
と
、
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委

員
会
定
期
総
会
、
連
合
新
潟

の
青
年
委
員
会
、
女
性
委
員

会
の
総
会
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。
総
会
に
つ
い

て
は
12
月
10
日
（
水
）
に
開

催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
農
業
・
食
料
・
環
境
問

題
を
学
ぶ
」
第
２
回
実
行
委

員
会
が
、
10
月
2
日
（
火
）

午
後
６
時
30
分
か
ら
地
協
事

務
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の
開
催
に
あ

た
り
矢
島
実
行
委
員
長
（
連

合
中
越
議
長
）
は｢

今
年
の

取
り
組
み
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｕ

Ｎ
Ｅ
さ
ん
と
の
協
働
で
取
り

組
ん
で
き
た
。
米
不
足
を
き
っ

か
け
に
食
糧
自
給
率
の
問
題

な
ど
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
食
料
や
環
境

問
題
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
単
組
、
構
成
組
織
を

超
え
た
交
流
の
場
と
な
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い｣

と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
学
習
会
と
し
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｕ
Ｎ
Ｅ
の
家
老
代

表
か
ら
「
福
祉
市
民
体
験
農

園
Ｏ
ａ
ｓ
ｉ
ｓ
Ｒ
の
目
指
し

て
い
る
も
の
」
と
題
し
て
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

ず
、
最
初
に
Ｏ
ａ
ｓ
ｉ
ｓ
Ｒ

は
（O

pen
am
usem

en
tsquare

in
Shinano

R
iver

）
の
略
称
で
日
本
初

の
「
河
川
敷
を
活
用
し
た
体

験
型
市
民
農
園
」
と
し
て
、

設
立
の
経
過
説
明
等
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
Ｏ
ａ
ｓ
ｉ
ｓ
Ｒ
の

目
的
は
①
福
祉
と
農
業
の
融

合
②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
③
環
境
教
育
・
食
育
の

推
進
④
社
会
的
孤
立
の
防
止

の
4
点
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
上
で
「
自
ら
作
り
自
ら

調
理
し
自
ら
食
す
！
こ
の
こ

と
が
自
分
と
家
族
、
そ
し
て

身
の
回
り
の
人
た
ち
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。
」
と
し
、
そ
の
こ
と
の

体
験
の
場
と
し
て
、
福
祉
市

民
体
験
農
園
Ｏ
ａ
ｓ
ｉ
ｓ
Ｒ

を
活
用
し
て
ほ
し
い
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

講
演
に
続
き
事
務
局
か
ら

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
開

催
し
た
3
回
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
連
合
関
係
で
の
べ
１
９

８
人
の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
を
確
認
し
た
後
、
10

月
25
日
（
土
）
開
催
予
定
の

今
年
度
最
後
の
イ
ベ
ン
ト

「
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
と
玉
ね

ぎ
の
作
付
け
」
に
つ
い
て
と

来
年
度
の
計
画
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
ま
し
た
。
来
年
度

の
計
画
で
は
引
き
続
き
市
民

農
園
Ｏ
ａ
ｓ
ｉ
ｓ
Ｒ
で
取
り

組
む
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。
ま
た
、
来
年
度
に
向

け
て
、
作
付
け
作
物
の
拡
大

の
検
討
や
、
参
加
者
が
よ
り

楽
し
め
る
工
夫
な
ど
に
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
邉
見
副
実
行
委
員

長
（
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ
中
越
支
所
長
）
の
閉
会
あ

い
さ
つ
で
実
行
委
員
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

第1180号（毎月１回5日発行) れんごう中越地協 2025年10月6日

日 時 １１月１日（土）
11：00～15：00

会 場 国営越後丘陵公園
集 合 10：30 ウェルカムゲート正面
参加費 大人１，０００円（入園料込み）
報告〆切 １０月 ２３日（木）まで
そ の 他 ・駐車場料金は

各自ご負担ください。

農
業
・
食
料
・
環
境
問
題
を
考
え
る
第
２
回
実
行
委
員
会

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会

第
１
０
回
委
員
会
を
開
催

10月12日告示、19日投票日の南

魚沼市議会議員選挙に連合新潟は

現職の梅沢道男さんを推薦してい

ます。ご支援よろしくお願いいた

します。

年齢 ６８歳

2017年6月

南魚沼市役所

退職

2017年10月

南魚沼市議会

議員に初当選

現在２期目

小
千
谷
支
部

生
活
安
心
セ
ミ
ナ
ー
・
平
和
活
動
を
開
催

連
合
小
千
谷
支
部
で
は
、
8
月
30
日
（
土
）
、
小
千
谷
楽
集
館
に
お
い
て
生
活
安
心

セ
ミ
ナ
ー
・
平
和
活
動
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
お
ぢ
や
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
“
そ
な
え
館
”
よ
り
講
師
を
お
招
き
し
、

中
越
地
震
の
被
害
や
避
難
の
状
況
を
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
な
え
館
内
の

見
学
や
体
感
型
シ
ア
タ
ー
を
通
じ
て
、
忘
れ
か
け
て
い

た
21
年
前
の
様
々
な
苦
労
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
地

震
の
み
な
ら
ず
風
水
害
、
雪
害
は
ま
た
起
こ
り
ま
す
。

避
難
所
の
確
認
、
非
常
食
、
ト
イ
レ
、
寝
床
な
ど
の
事

前
の
確
認
が
重
要
で
す
。

第
2
部
で
は
小
千
谷
市
企
画
政
策
課
よ
り
講
師
を
お

招
き
し
小
千
谷
市
の
非
核
平
和
推
進
事
業
に
関
す
る
講

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
和
の
尊
さ
を
、
次
代
を
担

う
若
者
を
中
心
に
伝
え
て
い
く
小
千
谷
市
の
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

連合中越地協
ホームページ
https://tyuue
tu.net/


